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労働安全衛生方針 

 

 

【基本方針】 

私たちは、産業廃棄物の処理及びリサイクル業務を通じて、社会と環境の持続可能な発展に貢献します。 

また、労働に起因する負傷及び疾病を未然に防止し、すべての従業員が安全かつ健康的に働ける職場環境

を確保します。産業廃棄物の処理及びリサイクルに伴うリスクを的確に把握し、労働安全衛生マネジメン

トシステムを構築・運用することで、その有効性を継続的に改善していきます。 

 

【行動指針】 

1. 安全第一の職場環境づくり 

 事業活動において、従業員及び利害関係者の安全を最優先事項とし、収集運搬、中間処理などの業務に伴う

危険源を特定・評価します。その結果に基づき、可能な限り危険源の除去を行い、除去が困難な場合には、工

学的対策及び管理的対策を講じることで、労働安全衛生リスクの低減を図ります。 

 

2. 法令遵守への取組 

 労働安全衛生に関する法的要求事項及び当社が同意したその他の要求事項を遵守し、これらを確実に事業

活動に反映します。 

 

3. 教育・訓練の充実 

 従業員及び利害関係者に対し、業務内容及びリスクに応じた安全衛生教育・訓練を計画かつ継続的に実施し、

安全衛生に関する知識及び意識の向上を図ります。 

 

4. 緊急事態の備え 

 火災、事故、自然災害などの緊急事態を想定した対応計画を策定し、定期的な訓練を通じて、その実効性を

維持・向上させます。 

 

5. 健康維持と増進 

 従業員の健康状態を定期的に把握し、心身の健康維持及び増進に向けた取り組みを推進します。 

 

6. コミュニケーションの強化 

 当社の管理下で働く人及びその代表が協議及び参加できる機会を確実にするため、安全衛生委員会の開催

や個人面談などを実施します。これらを通じて把握した意見や課題を、労働安全衛生リスクの低減及びマネジ

メントシステムの改善に反映します。 

 

7. 継続的な改善 

労働安全衛生マネジメントシステムを事業運営に取り入れるために、労働災害の防止及び作業環境の改善の

観点から、測定可能な労働安全衛生目標を各部門で設定します。これらの目標に基づく取り組みを定期的に評

価・見直し、改善活動を継続することで、事故の削減及び職場環境の向上を図り、お客様を含む利害関係者か

らの信頼の維持・向上につなげます。 

 

この労働安全衛生方針は、従業員を含むすべての人に開示します。 
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